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は
じ
め
に

　
東
山
時
代
に
活
躍
し
た
五
山
文
学
僧
と
い
え
ば
、
横
川
景
三
・
桃
源
瑞
仙
・
彦

龍
周
興
・
起
算
周
麟
ら
に
指
を
屈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
彼
等
が
生
活
す
る

禅
宗
寺
院
を
統
べ
る
の
は
鹿
苑
僧
録
で
あ
り
、
下
剋
上
時
代
に
あ
っ
て
は
蔭
一
軒

主
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
『
蔭
涼
軒
日
録
』
（
以
下
『
日
録
』
と
略
記
）
は
京
都
禅
林
の

貴
族
的
生
活
を
探
る
一
等
史
料
で
あ
り
、
五
山
の
稜
線
に
開
く
詩
の
花
の
意
義
を

明
ら
め
る
為
に
は
、
多
方
向
か
ら
照
射
せ
ね
ば
な
ら
な
い
文
献
で
あ
る
。
美
術
史

に
は
門
外
漢
の
筆
者
が
こ
こ
に
月
船
宗
継
を
取
り
上
げ
た
の
も
、
五
山
文
学
を
成

立
さ
せ
た
時
代
の
風
景
を
、
『
日
録
』
か
ら
わ
ず
か
な
り
と
も
浮
か
び
出
さ
せ
た

い
意
図
か
ら
で
あ
る
。
画
僧
を
と
り
上
げ
て
文
学
の
底
辺
世
界
を
点
景
し
ょ
う
と

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
焦
点
の
定
ま
ら
な
い
立
論
と
な
る
の
が
予
想
さ
れ
る
。
よ

っ
て
“
そ
の
周
辺
”
と
い
う
題
語
を
付
け
て
言
い
訳
け
と
し
た
。

　
月
船
宗
継
は
『
日
録
』
に
は
継
・
継
月
船
・
北
房
・
喜
多
坊
の
名
で
登
場
す

る
。
彼
の
生
没
年
月
は
残
念
な
が
ら
明
確
に
し
得
な
い
が
、
彼
の
名
が
『
日
録
』

　
　
　
　
　
画
僧
月
船
宗
継
と
そ
の
周
辺

に
見
え
る
の
は
文
明
十
六
年
九
月
十
八
日
か
ら
で
、
こ
の
日
、
集
柏
・
集
丹
・
有

桂
（
後
述
）
ら
（
い
ず
れ
も
『
日
球
」
筆
者
の
亀
泉
集
証
会
下
の
人
）
と
共
に
清
水
寺
に

参
詣
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
よ
り
十
九
年
前
の
寛
正
六
年
十
月
八
日
の

記
事
に
、

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
皇
尊
上
座
、
そ
の
子
害
を
踏
む
り
其
の
敵
を
摘
う
。
定
め
て
余
党
有
ら
ん
云
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と
あ
る
小
栗
宗
匠
の
子
が
宗
継
そ
の
人
で
あ
る
な
ら
、
寛
正
六
年
以
前
の
誕
生
と

い
う
事
に
な
る
。

　
月
船
宗
継
の
文
献
上
の
足
跡
は
、
禅
徒
と
し
て
亀
泉
集
証
に
参
侍
し
た
事
、
医

薬
に
携
わ
っ
た
事
、
画
人
と
し
て
の
業
績
、
の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
よ

う
。

二
　
禅
僧
月
船
宗
継

　
景
徐
嵩
置
筆
の
『
鹿
苑
日
録
』
〈
長
享
二
、
正
、
二
V
に
、

定
鐘
已
後
の
住
持
の
坐
禅
、
石
鼓
に
及
び
て
方
丈
に
帰
る
”

”
初
更
に
坐
禅
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
禅

　
　
一



　
　
　
　
　
画
僧
月
船
宗
継
と
そ
の
周
辺

僧
の
日
記
で
あ
る
か
ら
に
は
、
僧
堂
に
於
け
る
坐
禅
修
行
と
か
、
公
案
工
夫
と

か
、
師
家
の
も
と
に
入
室
し
て
鉗
鎚
を
受
け
る
話
柄
な
ど
が
記
さ
れ
て
当
然
と
思

う
の
だ
が
①
、
『
日
録
』
が
、
ω
将
軍
の
秘
書
と
も
言
う
べ
き
蔭
涼
軒
主
の
先
例
故

実
の
備
忘
の
為
の
も
の
で
②
、
②
室
町
中
期
以
降
の
禅
僧
は
、
本
寺
僧
堂
か
ら
離

れ
て
塔
頭
・
寮
舎
で
の
生
活
が
主
と
な
っ
て
い
た
実
態
、
な
ど
を
考
え
る
と
、
『
日

録
』
に
対
す
る
筆
者
の
期
待
な
ど
は
見
当
違
い
と
い
う
事
に
な
る
。
わ
が
刀
船
宗

継
に
関
し
て
も
、
禅
院
で
の
社
交
生
活
の
記
録
の
連
続
で
、
禅
客
（
住
持
が
上
堂
説

法
す
る
時
の
試
問
者
）
の
練
習
を
し
た
記
事
が
二
箇
所
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の

一
を
読
ん
で
み
る
。
言
う
迄
も
な
く
原
文
は
漢
文
（
相
当
和
臭
化
さ
れ
て
い
る
）
で

書
か
れ
て
い
る
が
、
原
漢
文
を
如
何
に
読
解
し
た
か
は
、
解
釈
学
的
研
究
の
累
積

の
な
い
分
野
の
論
文
に
は
必
要
な
条
件
で
あ
り
、
又
、
小
稿
が
多
く
の
人
に
読
ま

れ
る
為
に
も
、
以
下
、
注
を
除
き
意
訳
的
書
き
下
し
文
で
記
す
事
と
し
た
。
原
文

の
必
要
な
読
者
は
入
手
し
易
い
続
史
料
大
成
本
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

　
文
明
十
七
・
十
一
・
八
。
参
上
せ
ず
。
冬
至
節
な
り
。
未
明
の
行
事
は
恒
の
通

　
り
。
開
山
（
夢
窓
国
師
）
調
経
早
り
、
草
尽
上
堂
（
冬
至
な
ど
四
節
に
は
住
持
が
法

　
堂
に
上
り
説
法
）
。
禅
客
は
慈
昌
井
び
に
愚
（
亀
泉
）
・
樹
・
継
（
月
船
宗
継
）
・
悟

　
・
哲
が
岳
樺
。
何
と
沿
陽
の
六
人
（
宋
の
紛
陽
善
昭
は
、
弟
子
が
僅
か
六
人
で
も
接

　
化
に
つ
と
め
た
）
と
同
じ
で
は
な
い
か
。
呵
々
。
斎
罷
り
問
禅
・
怪
盗
の
練
習
。

　
集
樹
首
座
は
釣
語
（
問
答
の
初
め
に
師
家
が
唱
え
る
語
）
に
、
「
わ
し
の
這
の
一
箪

　
に
は
元
来
一
縫
も
無
い
。
　
試
み
に
線
路
を
通
し
て
看
よ
（
不
立
文
字
の
禅
の
心

　
を
、
糸
を
通
す
よ
う
に
言
葉
で
表
わ
し
て
み
よ
）
。
　
如
来
の
教
え
は
冬
の
如
き
も
の

　
で
は
な
い
云
々
」
（
中
略
）
練
習
は
無
難
に
終
っ
た
。
工
商
集
樹
が
一
斗
を
携
え

　
て
上
堂
回
帰
を
祝
い
、
　
一
心
宴
を
開
き
浅
斜
低
唱
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

二
至
上
堂
の
行
事
を
や
れ
や
れ
無
事
に
成
し
遂
げ
た
と
い
う
口
ぶ
り
の
文
章
で
、

丁
々
発
矢
と
禅
機
に
火
花
を
散
ら
し
て
問
答
を
応
酬
し
た
り
、
百
尺
竿
頭
一
歩
を

進
め
る
が
如
き
気
迫
は
感
得
で
き
ぬ
。
な
ぜ
こ
ん
な
感
想
が
筆
者
の
胸
中
に
生
じ

た
の
か
。
そ
れ
は
”
不
骨
偏
酒
入
山
門
（
に
ら
の
よ
う
な
臭
い
野
菜
や
酒
は
禅
寺
に
入

っ
て
は
な
ら
ぬ
）
”
と
い
う
結
界
石
を
置
く
禅
院
で
、
し
か
も
冬
至
上
灘
と
い
う
大

切
な
日
に
酒
宴
を
開
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
予
は
小
補
（
横
川
景
三
）
に
云
っ
た
、
「
願
わ
く
は
こ
れ
ら
美
少
年
た
ち
を
席
上

　
に
置
い
て
盃
を
傾
け
た
い
。
然
ら
ば
わ
が
望
み
は
足
り
る
の
だ
」
〈
延
徳
四
、

　
三
、
十
八
〉

冗
談
に
し
ろ
、
こ
う
い
う
言
を
吐
く
蔭
涼
軒
主
で
あ
っ
た
。
又
、
”
土
用
に
入
り

大
蒜
を
飲
む
く
延
徳
二
、
六
、
廿
五
V
な
ど
、
集
団
修
行
生
活
の
妨
げ
と
な
る
ニ
ン

ニ
ク
を
、
い
く
ら
病
弱
だ
か
ら
と
は
い
え
、
指
導
的
立
場
に
あ
る
層
泉
和
尚
は
食

べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
亀
泉
自
身
、
景
徐
周
年
を
称
え
る
あ
ま
り

”
蔭
涼
等
の
事
は
此
の
景
徐
に
於
て
は
下
劣
の
職
な
り
く
延
徳
三
、
三
、
十
五
V
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

自
卑
の
語
を
も
ら
し
て
い
る
。
つ
い
”
指
導
的
立
場
”
と
記
し
た
が
、
彼
の
指
導

の
中
味
は
生
死
の
一
大
事
を
究
め
る
事
に
非
ず
し
て
、
幕
府
権
力
と
繋
が
る
寺
院

経
営
の
指
導
で
あ
り
、
庶
民
生
活
と
か
け
離
れ
た
閉
鎖
的
社
会
の
維
持
で
あ
り
、

そ
し
て
文
化
学
問
の
指
導
で
あ
っ
た
。
月
船
宗
継
も
か
か
る
同
院
社
会
の
一
員
と

し
て
、
諸
処
の
宴
席
に
列
な
る
日
々
を
過
ご
す
。

　
庭
前
の
杜
玉
筆
が
満
開
な
の
で
宴
を
催
す
。
樹
・
丹
・
継
・
僚
・
守
林
院
及
び

　
愚
。
浄
光
院
尼
衆
も
亦
宴
に
列
な
る
。
（
中
略
）
鴨
川
に
溺
死
者
二
人
。
憬
子
見

　
て
驚
嘆
す
る
。
〈
文
明
十
九
、
三
、
九
V

　
小
補
和
尚
来
臨
、
宴
を
開
く
。
座
中
戯
言
ば
か
り
。
（
中
略
）
柏
・
丹
・
継
・
桂
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・
藤
・
康
及
び
愚
の
七
員
な
り
。
〈
長
旱
二
、
正
、
六
〉

枚
挙
に
邊
が
な
く
、
ま
た
莫
迦
言
々
し
い
の
で
多
く
は
記
さ
な
い
が
、
午
前
に
続

い
て
午
後
も
宴
会
に
出
か
け
、
溺
死
者
の
出
る
大
雨
の
中
で
も
酒
を
く
ら
い
、
時

に
は
尼
衆
も
同
席
し
、
座
中
は
冗
談
ば
か
り
が
飛
び
交
い
、
”
連
飲
に
よ
り
頭
痛

起
る
”
〈
文
明
十
九
、
三
、
九
〉
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
い
つ
己
事
究
明

や
悟
後
（
仮
に
悟
っ
た
と
し
て
）
の
聖
胎
長
養
に
つ
と
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
禅
院
内
で
の
宗
継
の
地
位
は
何
で
あ
っ
た
か
。
禅
宗
寺
院
に
は
住

持
の
下
に
東
班
（
経
営
担
当
）
と
西
班
（
修
行
を
掌
る
）
と
が
あ
り
、
　
宗
継
が
属
す

る
西
班
に
は
、
首
座
・
書
記
・
蔵
主
・
泊
客
・
知
殿
・
知
浴
の
六
位
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
雲
沢
軒
で
禅
客
を
習
う
。
継
蔵
主
・
成
蔵
主
・
哲
侍
者
な
り
。
〈
文
明
十
八
、

　
四
、
五
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
赤
松
胃
宿
公
よ
り
杉
原
十
束
、
継
蔵
主
に
黒
ま
る
〈
長
享
三
、
正
、
四
〉

と
あ
る
の
で
、
彼
は
少
な
く
と
も
四
年
間
は
蔵
主
で
あ
っ
た
。
蔵
主
と
は
、

　
職
と
す
る
所
は
何
事
ぞ
。
直
に
須
ら
く
増
発
に
洞
達
し
、
聖
教
に
該
通
す
べ

　
し
。
（
「
備
用
清
規
』
）

　
知
蔵
（
蔵
主
の
こ
と
）
の
職
は
経
蔵
を
掌
り
、
義
学
に
兼
通
す
。
（
『
勅
修
清
規
』
）

と
あ
る
よ
う
に
、
仏
教
学
に
精
通
し
て
経
典
を
管
理
す
る
の
が
本
来
の
役
目
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
時
代
は
、
宗
継
の
事
例
で
は
な
い
が
、

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
春
侍
者
の
蔵
主
転
位
の
事
は
、
老
成
に
よ
り
、
慧
智
院
殿
（
足
利
義
政
の
生
母
の

　
日
野
重
子
）
が
以
前
目
を
お
懸
け
に
な
り
、
又
、
｝
周
忌
の
仏
事
に
当
る
の
で
、

　
愚
老
（
季
墳
真
蘂
）
が
申
し
上
げ
て
、
　
将
軍
家
よ
り
お
許
し
が
出
た
。
〈
寛
正

　
五
、
七
、
十
二
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
宗
雲
侍
者
は
祝
聖
よ
り
蔵
主
に
転
位
。
蓋
し
官
銭
を
出
す
な
り
。
〈
延
徳
元
、

　
　
　
　
　
画
僧
月
船
宗
継
と
そ
の
周
辺

　
十
一
、
廿
九
〉

と
い
う
文
章
が
示
す
よ
う
に
、
年
令
・
権
力
者
の
庇
護
・
仏
事
法
要
の
機
会
、
は

て
に
は
金
銭
に
よ
っ
て
地
位
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
幕
府
経
済
を
支
え

る
一
支
柱
で
も
あ
っ
た
。
な
に
も
月
船
宗
継
を
け
な
す
つ
も
り
で
は
な
く
、
禅
尼

の
時
代
相
を
示
す
為
に
記
し
て
お
く
。

三
　
医
薬
に
携
わ
る

　
月
船
宗
継
は
延
徳
元
年
（
長
享
三
年
八
月
に
改
元
）
十
月
の
前
後
に
還
俗
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
根
拠
の
第
一
は
、
前
述
の
長
享
三
、
正
、
四
の
”
継
蔵
主
”
の

名
称
が
同
年
九
月
十
一
日
や
十
月
三
日
に
は
”
月
船
坊
”
と
記
さ
れ
、
さ
ら
に
十

月
十
九
日
以
後
は
”
北
房
”
と
書
か
れ
て
い
る
事
で
あ
り
、
第
二
に
は
こ
の
頃
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
4

境
と
し
て
医
薬
や
絵
画
に
関
す
る
記
述
が
頻
出
す
る
事
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
1

　
宗
継
の
師
の
亀
甲
集
証
は
製
塩
を
持
病
と
し
て
い
た
の
で
、
『
日
録
』
に
は
医

薬
に
関
す
る
記
事
が
非
常
に
多
い
。
医
師
は
竹
田
法
印
・
上
池
院
・
祐
乗
坊
・
清

侍
従
・
松
井
二
二
、
そ
し
て
常
喜
軒
の
墨
髭
寿
芳
ら
の
名
が
見
え
、
薬
は
な
ん
と

百
四
十
種
類
以
上
の
名
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
従
っ
て
北
房
（
延
徳
四
年
九

月
か
ら
は
喜
多
坊
と
記
述
）
宗
継
も
、
亀
泉
和
尚
の
健
康
に
は
ず
い
分
苦
労
し
て
い

る
。
彼
が
医
薬
に
関
係
し
た
の
は
禅
僧
時
代
か
ら
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
身
受
の
『
法
華
経
』
八
巻
『
聯
珠
詩
格
』
七
冊
と
、
三
面
の
『
病
源
論
』
六
冊

　
と
に
外
題
を
書
く
く
長
享
二
、
八
、
十
V

宗
継
の
架
蔵
書
の
中
に
医
書
が
あ
っ
た
事
が
判
る
。

　
今
朝
北
房
が
、
「
和
尚
は
秋
冷
の
時
に
必
ず
煩
う
だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
が
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



　
　
　
　
　
画
僧
月
船
宗
継
と
そ
の
周
辺

　
の
通
り
に
午
後
秋
冷
に
よ
り
虫
気
起
る
く
延
徳
二
、
七
、
廿
四
V

　
清
侍
従
よ
り
贈
ら
れ
し
神
稜
丹
を
服
用
す
る
が
効
き
日
な
し
。
北
房
日
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
「
山
椒
と
塩
を
煎
じ
て
服
め
ば
よ
い
。
」
の
む
と
激
し
く
吐
き
痛
み
は
や
む
。
北

　
房
響
く
、
「
人
の
腹
中
に
は
虫
が
居
り
、
そ
の
尤
な
る
も
の
九
匹
、
中
で
も
大

　
き
い
の
は
就
と
姻
と
白
嶢
で
あ
る
」
と
。
〈
同
年
八
、
二
V

こ
れ
以
降
、
北
房
は
師
の
亀
泉
和
尚
に
集
香
丸
・
縮
砂
散
・
明
香
散
・
丁
香
円
・

　
　
③

参
香
散
・
養
子
湯
・
胡
黄
連
丸
・
盲
信
湯
な
ど
を
贈
り
、

　
わ
が
爺
（
小
栗
宗
湛
）
は
応
仁
の
乱
時
に
花
の
御
所
に
住
ん
で
い
て
、
蛍
に
手

　
を
噛
ま
れ
苦
し
ん
だ
。
将
軍
様
よ
り
竹
田
法
印
・
竹
田
周
防
を
遣
わ
さ
れ
た
が

　
治
ら
ず
、
た
ま
た
ま
高
野
聖
の
練
薬
を
つ
け
て
治
っ
た
。
今
、
和
尚
の
服
用
な

　
さ
る
薬
も
必
ず
効
く
と
信
じ
て
服
用
な
さ
い
」
〈
明
応
二
、
二
、
廿
八
〉

と
父
を
思
い
出
し
つ
つ
師
の
身
を
案
じ
て
い
る
。
北
坊
は
薬
剤
調
合
に
と
ど
ま
ら

ず
、
診
療
も
お
こ
な
っ
た
。

　
昌
子
を
北
房
の
も
と
に
遣
わ
す
。
「
士
力
の
病
気
が
ひ
ど
い
。
慈
悲
に
よ
り
来

　
診
さ
れ
よ
」
〈
延
徳
四
、
五
、
廿
六
〉

　
龍
公
（
松
商
真
龍
）
風
気
。
喜
多
坊
を
呼
び
、
脈
を
取
り
薬
を
与
え
し
む
〈
明
応

　
二
、
四
、
十
〉

松
商
真
龍
と
は
九
条
政
基
の
息
で
赤
松
政
則
の
養
子
と
な
り
、
亀
泉
集
証
の
松
泉

軒
を
継
い
だ
人
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
北
房
は
春
陽
景
呆
の
死
脈
を
も
取
っ
て

い
る
〈
延
徳
四
、
五
、
八
〉
。

四
　
画
人
北
房
宗
継

四

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
師
の
壁
泉
口
証
は
し
ん
か
ら
の
聯
句
好
み
で
あ
っ
た
。
詩
宴
の
帰
途
、
微
醸
を

帯
び
て
横
川
景
三
に
句
を
投
げ
か
け
た
り
〈
文
明
十
八
、
三
、
一
〉
、
句
会
か
ら
東

雲
宿
世
を
送
る
道
中
で
前
句
を
応
酬
し
た
り
く
長
享
三
、
正
、
廿
九
〉
、
門
弟
の
慈

昌
と
雨
だ
れ
の
音
を
聞
き
つ
つ
二
十
句
も
連
ね
て
い
る
く
延
徳
二
、
十
一
、
六
V
。

　
灸
を
す
え
て
苦
痛
の
あ
ま
り
十
字
を
口
ず
さ
む
。
”
百
病
従
書
起
　
愚
哉
灸
大

　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
空
”
。
す
る
と
慈
昌
は
こ
れ
に
続
け
て
”
万
慮
於
此
祝
　
至
　
仰
高
風
”
と
詠

　
ん
だ
〈
延
徳
四
、
九
、
十
一
〉
。

　
や
い
と

と
灸
治
の
熱
さ
に
苦
し
み
な
が
ら
作
句
す
る
の
は
、
よ
ほ
ど
聯
句
好
き
で
な
け
れ

ば
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
師
の
影
響
を
受
け
て
弟
子
達
も
頻
り
に
句
会
に

連
な
っ
て
い
る
。
『
日
録
』
に
見
ら
れ
る
二
百
七
十
余
回
の
聯
句
の
記
述
で
は
、

茂
叔
母
樹
の
九
十
五
回
、
芳
洲
真
春
の
六
十
二
回
を
筆
頭
に
、
雲
英
宗
悦
・
言
文

慈
昌
・
叔
原
宗
菅
・
春
容
慈
藤
・
竺
英
有
桂
（
後
述
）
ら
の
弟
子
が
常
連
で
、
　
他

の
門
派
で
は
東
雲
藁
蓑
や
景
徐
周
回
の
名
が
多
く
見
え
る
。
還
俗
し
て
雲
量
軒
を

離
れ
た
宗
継
も
、
『
日
録
』
に
関
す
る
限
り
五
回
列
席
し
て
い
る
が
、
残
念
な
が

ら
作
品
は
残
っ
て
い
な
い
。
彼
は
か
か
る
聯
句
会
後
の
小
宴
で
、
尺
八
を
吹
き
歌

を
唱
し
て
座
に
興
を
添
え
て
い
る
。
芸
達
者
な
僧
は
な
に
も
宗
継
の
み
に
限
ら

ず
、
悦
里
集
柏
の
羅
漢
舞
や
春
湖
宗
成
の
唐
人
舞
な
ど
く
長
享
二
、
二
、
五
V
も
満

座
を
陶
酔
さ
せ
る
の
だ
っ
た
。
以
上
、
北
房
を
と
り
ま
く
芸
能
的
環
境
に
少
し
触

れ
て
お
い
た
。

　
さ
て
北
房
の
画
業
は
『
日
録
』
か
ら
十
三
点
数
え
る
事
が
出
来
る
。
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A
漫
布
画
譜
　
長
島
二
、
九
、
九
。
夏
珪
様
。

　
B
四
宮
宅
障
子
画
　
延
徳
二
、
六
、
三
五
。

　
C
御
影
間
障
子
画
　
同
年
七
、
十
九
。

　
D
養
徳
人
障
子
画
（
芦
譜
図
）
同
年
七
、
廿
九
。
図
説
・
夏
珪
様
。

　
E
松
泉
軒
屏
風
画
　
同
年
八
、
五
。

　
F
松
泉
軒
客
殿
障
子
画
　
延
徳
三
、
六
、
廿
九
。
君
沢
様
。

　
G
松
泉
軒
書
院
障
子
画
（
八
景
図
）
同
年
七
、
廿
一
。
夏
珪
様
。

　
H
松
泉
軒
書
院
障
子
画
（
琴
謹
書
図
）
同
年
、
八
、
三
。

　
1
松
泉
軒
御
所
間
障
子
画
（
花
鳥
図
）
同
年
八
、
十
一
。

　
J
慈
藤
寮
障
子
画
　
明
応
元
、
十
、
八
。
夏
珪
様
。

　
K
赤
松
政
則
の
五
幅
一
対
絵
　
同
年
、
十
一
、
十
七
。

　
L
松
泉
軒
軸
画
　
同
年
十
二
、
十
三
。

　
M
松
泉
軒
書
院
押
板
脇
画
　
明
応
二
、
三
、
十
。

A
は
宗
継
の
作
品
と
確
定
出
来
な
い
が
、
”
月
船
坊
上
洛
。
墨
画
を
持
ち
来
り
恵

ま
る
。
蓋
し
漫
布
な
り
。
夏
善
様
な
り
。
雑
本
は
公
方
に
在
り
云
々
”
と
い
う
記

事
に
よ
っ
て
数
の
中
に
入
れ
た
。
B
の
図
柄
は
不
明
で
あ
る
。
四
宮
四
郎
は
笠
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

．
犬
追
物
の
名
手
で
あ
り
、
後
藤
々
左
衛
門
や
師
の
亀
泉
和
尚
の
線
か
ら
の
依
頼

　
　
　
⑦

で
あ
ろ
う
。
C
の
障
子
画
も
何
が
描
か
れ
て
い
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
亀
泉

は
”
誠
に
青
楼
跨
竃
と
云
う
も
の
な
り
”
〈
延
徳
二
、
七
、
十
九
V
と
、
父
小
栗
宗

湛
の
機
具
を
超
え
る
も
の
と
称
賛
し
た
。
D
が
京
都
国
立
博
物
館
（
養
徳
院
旧
蔵
）

　
　
　
⑧

の
堅
靱
図
と
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
関
連
の
『
日
録
』
の
文
を
あ
げ
て
お
く
。

　
養
徳
院
の
障
子
六
枚
、
北
房
筆
を
と
る
。
夏
珪
様
な
り
。
誠
に
嘉
尚
す
べ
き
な

　
り
。
今
日
完
成
す
く
延
徳
二
、
七
、
廿
五
V

　
　
　
　
　
画
筆
月
船
宗
継
と
そ
の
周
辺

　
養
徳
院
の
障
子
四
枚
、
芦
雁
は
和
尚
様
（
牧
渓
和
尚
）
な
り
。
　
北
房
今
日
よ
り

　
筆
を
と
り
始
む
。
二
枚
は
こ
れ
よ
り
先
、
自
牧
（
小
栗
宗
湛
）
画
く
。
〈
同
月
廿

　
六
V

　
養
徳
院
の
障
子
五
間
の
画
、
今
日
全
備
し
養
徳
に
贈
る
。
〈
廿
九
日
V

　
盛
文
慈
昌
が
云
う
に
、
養
徳
の
春
浦
禅
師
は
曽
て
自
牧
年
忌
翁
に
命
じ
て
、
芦

　
雁
を
禅
室
障
上
に
画
か
せ
た
。
近
日
そ
の
室
を
続
い
で
広
く
し
、
湛
黒
眉
宗
継

　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
に
絵
事
を
亜
が
せ
た
。
こ
れ
を
見
る
者
皆
、
師
を
超
え
る
作
品
と
否
む
。
禅
師

　
も
感
歎
の
あ
ま
り
｝
詩
を
作
り
継
公
に
謝
し
た
。

　
　
妙
画
名
高
自
牧
翁
　
妙
画
名
は
自
牧
翁
よ
り
高
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
親
伝
家
法
不
如
公
　
親
し
く
家
法
を
伝
う
る
は
公
に
如
か
ず

　
　
悼
舟
急
欲
招
寒
鷹
　
舟
に
棟
さ
し
急
ぎ
寒
雁
を
招
か
ん
と
欲
す
れ
ど

　
　
雨
暗
湘
江
藍
葦
東
　
雨
に
暗
し
　
湘
江
芦
葦
の
東

　
と
い
う
七
言
絶
句
な
り
。
〈
同
年
、
八
、
十
三
V

五
間
の
学
徳
院
の
障
子
画
十
枚
の
う
ち
、
既
に
二
枚
が
自
牧
翁
小
栗
宗
湛
に
よ
り

画
か
れ
て
お
り
、
北
房
の
夏
善
様
の
六
枚
は
七
月
廿
五
日
に
出
来
上
り
、
翌
廿
六

日
か
ら
父
の
描
き
残
し
た
芦
墨
田
の
二
枚
に
取
り
か
か
っ
て
四
日
間
で
完
成
し
た

の
で
あ
る
。
養
徳
院
は
現
在
は
大
徳
寺
山
門
の
そ
ば
に
あ
る
が
、
当
時
は
東
山
祇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

園
の
近
く
に
建
っ
て
い
て
、
も
と
は
妙
雲
院
と
称
し
た
寺
院
で
あ
る
。
足
利
満
詮

が
内
室
の
菩
提
を
弔
う
為
に
建
立
し
た
寺
で
、
単
層
の
死
後
、
そ
の
法
号
を
取
っ

て
養
徳
院
と
改
称
し
た
の
で
あ
る
。
院
主
の
春
浦
宗
煕
は
「
大
宗
禅
師
行
状
」

（『

ｱ
群
書
類
従
」
九
輯
下
）
に
よ
る
と
、
”
播
之
赤
松
県
人
”
と
あ
っ
て
、
赤
松
政

則
や
前
蔭
涼
軒
主
嬉
野
真
蘂
と
同
郷
人
で
あ
り
、
し
か
も
小
栗
正
書
（
次
の
傍
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ん
で
い

で
明
ら
か
な
如
く
、
一
時
僧
籍
に
あ
っ
た
）
と
は
法
系
上
の
兄
弟
で
あ
っ
た
。
即
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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画
僧
月
船
宗
継
と
そ
の
周
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

　
画
師
宗
湛
と
い
う
僧
有
り
。
愚
老
（
季
現
）
に
庵
号
を
慰
む
。
そ
こ
で
自
粛
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
名
づ
く
。
紫
野
（
大
徳
寺
）
養
里
の
弟
子
と
な
り
、
禅
を
修
行
し
画
を
能
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
た
か
ら
で
あ
る
。
牧
牛
或
い
は
前
漢
和
尚
の
”
牧
”
の
字
を
取
っ
た
の
で
あ

　
る
。
こ
れ
を
相
公
に
申
し
上
げ
る
と
感
嘆
な
さ
り
、
か
く
て
宗
国
は
寵
光
を
受

　
け
る
よ
う
に
な
っ
た
く
寛
正
四
、
二
、
六
V
。

と
記
し
て
い
る
。
法
系
は

　
　
む

華
里
宗
三
一

　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

1
養
曼
宗
劃
一
春
浦
宗
熈
（
養
徳
院
々
主
）

　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

1
一
属
望
純
一
　
　
宗
湛
（
自
牧
庵
）

　
　
　
　
×

　
　
　
　

1
季
環
一
雨
1

　
　
　
む

1
益
之
宗
箴

1
亀
泉
引
証

　
　
　
　

1
茂
叔
集
樹

門
松
盈
龍
（
九
条
政
基
息
赤
松
政
則
の
養
子
）

　
　
　
む

1
月
船
馬
継

「
竺
元
量
（
宗
慧
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ん
で
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ω
季
瑳
真
蘂
は
同
郷
の
春
浦
宗
煕
の
兄
弟
で
あ
る
小
栗
宗

湛
に
自
記
の
庵
号
を
与
え
、
②
将
軍
義
政
に
熱
心
に
推
挙
し
て
御
用
画
師
と
な
る

道
を
開
い
て
や
り
、
③
季
現
の
法
嗣
で
蔭
涼
軒
並
を
継
い
だ
温
泉
集
証
は
、
月
船

宗
継
の
み
な
ら
ず
そ
の
実
子
の
竺
元
宗
曇
（
後
述
）
ま
で
弟
子
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
筆
を
少
し
も
ど
す
が
、
「
芦
雁
図
」
に
感
歎
し
た
五
頁
下
段
の
春
浦
禅
師
の
謝

詩
は
な
か
な
か
味
わ
い
深
い
。

　
舟
に
乗
り
寒
雁
を
招
こ
う
と
思
っ
た
が
　
　
　
樟
舟
生
欲
招
最
戸

　
湘
江
の
東
は
雨
に
煙
る
芦
葦
ば
か
り
だ
っ
た
　
雨
暗
湘
江
戸
葦
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
い
う
転
句
は
、
寒
暑
画
の
次
の
余
白
（
寒
雁
の
無
の
存
在
）
を
詠
っ
て
お
り
、
結

句
は
、
　
一
高
の
葦
舟
に
棟
さ
し
て
西
か
ら
来
た
重
葬
達
摩
（
芦
葉
達
摩
は
禅
画
に
多

く
、
公
案
に
は
「
祖
師
西
来
意
」
が
あ
る
）
の
無
風
が
、
東
の
日
本
で
は
暗
澹
た
る
状

態
に
な
っ
て
い
る
の
を
暗
示
し
て
い
る
一
と
読
み
取
る
の
は
筆
者
の
連
想
過
多

・
妄
想
分
別
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
春
浦
和
尚
は
む
か
し
一
し
ょ
に
修

行
し
た
小
栗
宗
湛
の
息
子
の
、
凡
庸
な
ら
ざ
る
画
業
を
絶
賛
し
て
い
る
の
で
あ

る
。　

さ
て
、
次
の
E
か
ら
M
は
（
1
・
J
を
除
き
）
松
泉
軒
の
障
子
画
で
、
師
の
三
三

の
命
に
よ
っ
て
画
筆
を
執
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
G
の
八
景
図
は
父
の
画
業
を
継

ぐ
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　
寛
正
三
年
二
月
、
季
慶
事
蘂
は
雲
頂
院
内
に
松
泉
軒
を
新
造
し
、
翌
月
の
将
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
1

の
「
お
成
り
」
に
備
え
て
、
小
栗
宗
湛
に
八
景
図
を
画
か
せ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
1

　
雲
沢
軒
お
成
り
（
中
略
）
松
泉
軒
お
成
り
。
　
四
間
に
て
小
栗
の
八
景
絵
を
御
覧

　
に
な
り
、
美
を
称
え
ら
る
。
〈
寛
正
三
、
三
、
十
四
〉

こ
の
準
歌
八
景
図
は
”
松
泉
の
書
芸
を
歴
覧
す
る
〈
文
明
十
七
、
四
、
十
三
〉
の
記

録
に
よ
っ
て
、
文
明
十
七
年
ま
で
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
推
測
さ
れ
る
が
、
松
泉

　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

軒
で
歴
覧
し
た
の
か
、
松
泉
軒
に
あ
っ
た
画
を
他
所
で
見
た
の
か
は
明
確
で
な

い
。
し
か
し
三
年
後
に
、

　
愚
（
亀
泉
）
は
、
「
（
松
泉
軒
は
）
明
年
必
ず
造
立
す
る
つ
も
り
で
す
」
と
将
軍
に

　
言
上
し
た
。
〈
長
享
二
、
八
、
十
一
V

と
い
う
の
を
読
め
ば
、
た
ぶ
ん
後
者
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
松
泉
軒
は
応
仁
文
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
戦
火
で
焼
失
し
、
長
享
三
年
に
な
っ
て
再
建
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
偶
然

の
一
致
か
も
知
れ
ぬ
が
、
月
船
宗
継
が
還
俗
し
て
画
業
に
携
わ
っ
た
の
と
、
松
泉



軒
再
建
時
期
と
が
殆
ん
ど
重
な
っ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。

　
前
後
す
る
が
、
F
の
客
殿
障
子
画
は
延
徳
三
年
六
月
三
日
か
ら
下
絵
を
描
き
は

じ
め
、
君
沢
様
の
筆
法
で
あ
っ
た
。
　
和
尚
様
（
牧
漢
様
）
と
か
夏
珪
様
・
孫
君
沢

様
な
ど
、
美
術
に
早
い
筆
者
は
画
風
や
技
法
の
相
違
な
ど
と
て
も
説
明
し
得
な
い

　
＠

が
、　

君
沢
の
四
幅
画
を
ば
常
喜
軒
よ
り
借
り
画
本
と
す
。
　
此
の
画
は
総
州
（
細
川
成

　
之
。
画
を
よ
く
し
た
武
将
）
よ
り
来
る
と
云
う
。
北
房
一
見
し
、
「
以
前
は
御
物

　
に
あ
り
、
画
本
と
す
る
為
公
府
よ
り
出
さ
る
。
見
慣
れ
し
画
な
り
」
と
話
す
。

　
一
見
し
塵
懐
を
爽
か
に
す
る
。
実
に
す
ば
ら
し
い
。
〈
延
徳
三
、
六
、
十
四
V

に
よ
る
と
、
手
本
を
見
な
が
ら
の
労
作
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
な
お
、
以
半
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

坂
東
の
画
師
が
、
今
回
の
制
作
に
関
わ
っ
て
い
た
形
遊
が
あ
る
。

　
H
以
下
の
画
業
に
つ
い
て
は
紙
数
の
関
係
で
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
1
の

花
鳥
画
に
つ
い
て
一
言
述
べ
て
お
き
た
い
。
こ
の
画
は
八
月
十
一
日
に
描
き
始
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

た
が
、
そ
の
前
日
、
亀
田
和
尚
は
玉
潤
軒
に
慈
昌
を
遣
わ
し
、
周
文
筆
の
花
鳥
屏

風
を
借
り
て
い
る
。
画
題
か
ら
北
房
の
仕
事
の
参
考
の
為
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
さ
ら
に
二
年
後
の
明
応
二
年
八
月
十
六
日
、
北
房
は
こ
の
花
鳥
画
に
筆
を

加
え
て
い
る
が
、
こ
の
前
日
に
、
亀
泉
が
千
二
百
疋
で
購
入
し
た
君
沢
の
絵
を
松

泉
軒
で
見
て
お
り
、
こ
れ
が
花
鳥
画
加
筆
の
動
機
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
月
船
宗
継
は
父
且
且
よ
り
芸
術
的
資
質
を
受
け
、
亀
泉
集
証
の
手
篤
い
援
助
を

バ
ッ
ク
に
、
周
文
ら
の
伝
統
を
継
承
し
、
牧
漢
・
孫
君
沢
・
夏
珪
ら
の
中
国
画
人

の
筆
法
を
取
り
入
れ
て
い
っ
た
画
家
で
、
彼
の
制
作
と
確
認
し
得
る
現
存
作
品
が

稀
な
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

画
具
月
船
宗
継
と
そ
の
周
辺

五
　
上
記
周
辺
の
人
々

〔
家
族
〕
　
”
晩
が
た
九
峯
と
北
房
来
訪
。
商
人
が
自
牧
翁
の
描
き
し
江
山
画
軸
を

売
り
に
来
る
。
　
二
老
と
予
（
亀
泉
）
と
三
人
で
其
の
讃
詩
を
写
し
軸
は
返
す
〈
延

徳
三
、
十
、
廿
四
〉
と
北
房
宗
継
は
父
の
画
を
懐
し
く
見
て
讃
詩
を
書
き
写
し
て
い

る
が
、
此
の
項
で
は
父
小
栗
畳
叩
以
外
の
家
族
に
つ
い
て
略
記
し
て
お
く
。

　
還
俗
し
た
喜
多
坊
宗
継
は
も
ち
ろ
ん
禅
院
を
離
れ
て
生
活
し
た
。
亀
泉
会
下
を

出
た
時
の
住
処
は
不
明
だ
が
、
延
徳
四
年
二
月
九
日
、
武
者
小
路
に
家
を
買
っ
て

移
っ
て
い
る
。
こ
の
通
り
は
相
国
寺
の
す
ぐ
東
南
に
あ
り
、
松
泉
軒
と
は
五
分
も

か
か
ら
ぬ
距
離
で
あ
っ
た
。
こ
の
家
の
書
斎
に
掲
げ
る
為
、
宗
継
は
亀
泉
和
尚
に

「
宿
雲
斎
」
の
三
大
字
を
書
い
て
も
ら
っ
た
〈
明
応
二
、
五
、
廿
〉
。
父
宗
湛
の
時
代

か
ら
小
栗
家
は
家
族
ぐ
る
み
で
壁
泉
と
交
際
し
て
い
る
。
例
え
ば
宗
継
が
奈
良
に

滞
在
し
た
時
、
留
守
宅
を
慰
め
よ
う
と
松
茸
二
本
・
柳
酒
一
顧
を
贈
っ
て
お
り
、

宗
継
は
子
供
の
宗
曇
を
亀
泉
会
下
に
入
門
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
今
日
よ
り
宗
曇
沙
弥
の
陪
堂
を
許
す
。
宗
康
侍
者
の
閾
を
補
う
為
な
り
〈
延
徳

　
三
、
三
、
　
一
〉
。

以
後
、
竺
元
宗
曇
は
禅
客
を
習
っ
た
り
、
詩
会
や
聯
句
会
に
列
席
し
た
り
し
て
、

父
宗
継
と
同
じ
よ
う
な
産
院
生
活
を
送
り
、
明
応
元
年
十
二
月
廿
七
日
受
書
、
翌

　
　
　
　
　
　
し
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
，

二
年
正
月
七
日
知
客
と
な
っ
た
。
彼
が
作
っ
た
七
言
絶
句
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
ム
　
　
　
　
　
　
　

　
百
尺
長
松
清
蔭
新
　
百
尺
の
長
松
清
蔭
新
た
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
乾
濤
梯
々
洗
炎
塵
　
乾
濤
払
々
　
炎
塵
を
洗
う

　
　　

蒼
髭
却
勝
賛
公
雪
　
蒼
髪
却
っ
て
勝
る
賛
公
の
雪
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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画
僧
月
船
宗
継
と
そ
の
周
辺

　
　

　
十
里
風
聲
夏
健
人
　
十
里
の
風
声
　
夏
に
も
人
を
健
な
ら
し
む

　
　
A
芳
春
円
柔
の
起
句
「
百
尺
長
松
翠
掃
緑
。
」
周
森
の
起
句
「
一
樹
長
松
葺
碧
空
。
」

　
　
B
永
殊
の
承
句
「
清
陰
可
愛
歳
寒
姿
。
」
芳
春
円
柔
の
転
句
「
清
陰
一
自
柾
高
駕
。
」

　
　
C
周
森
の
転
旬
「
乾
濤
夜
々
襟
食
管
。
」
梵
伊
の
転
句
「
乾
濤
洗
尽
煩
襟
夢
。
」
　
D
如

　
　
珍
の
承
句
「
乾
濤
今
夜
洗
炎
埃
。
」
　
E
竹
圃
宗
悟
の
転
句
「
蒼
髪
不
二
舜
工
手
。
」
如

　
　
珍
の
転
句
「
蒼
官
代
我
先
傾
蓋
。
」
『
高
僧
伝
」
で
は
山
僧
の
砂
潜
の
勝
友
の
松
を
蒼
鷺

　
　
隻
と
か
蒼
官
と
か
言
う
。
　
F
永
殊
の
結
句
「
十
里
風
声
八
九
詩
。
」
中
昇
の
転
句
「
乾

　
　
濤
十
里
洗
炎
腸
。
」

注
の
芳
春
円
柔
と
か
周
森
と
か
中
昇
ら
は
詩
会
に
同
席
の
二
十
五
人
の
僧
の
名
で

あ
り
、
注
を
付
し
た
の
は
、
鼻
元
宗
曇
の
用
い
た
詩
句
に
同
席
者
の
も
の
と
重
複

す
る
も
の
が
多
く
（
煩
環
な
の
で
一
部
し
か
挙
げ
て
い
な
い
が
）
、
従
っ
て
個
性
的
創
造

的
作
品
と
は
言
い
難
い
事
を
示
す
為
で
あ
る
。
た
ぶ
ん
彼
ら
は
同
じ
よ
う
な
抄
（
詩

句
の
用
例
集
の
如
き
参
考
書
）
を
座
右
に
置
い
て
作
詩
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
杜
甫
「
大

　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

雲
寺
賛
公
房
四
首
」
の
”
近
公
如
白
雪
　
執
熱
煩
何
有
”
（
賛
公
に
近
づ
け
ば
白
雪
の

よ
う
で
、
熱
さ
や
煩
わ
し
さ
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
）
に
拠
っ
た
善
計
の
第
三
句
”
勝

賛
公
雪
”
が
、
彼
の
苦
心
の
句
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
と
て
、
長
享
二

年
六
月
十
三
日
、
雲
沢
軒
で
の
亀
泉
の
発
句
に
”
直
近
賛
公
聴
　
洗
除
煩
暑
塵
”

が
あ
る
の
だ
っ
た
。

〔
竺
英
有
桂
〕
　
こ
の
頃
の
禅
僧
は
一
家
意
識
が
強
か
っ
た
。
『
日
録
』
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
雲
沢
・
栖
老
衆
み
な
意
足
書
院
に
於
て
一
家
の
宴
を
張
る
。
　
一
時
の
快
な
り

　
く
長
享
二
、
十
、
十
五
V

と
い
う
表
現
が
多
い
。
言
泉
集
証
の
い
う
一
家
と
は
松
泉
定
衆
十
五
員
・
雲
春
信

七
員
・
栖
細
雨
脇
戸
・
東
隠
男
十
四
員
の
四
十
六
人
〈
延
徳
四
、
八
、
三
〉
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
量

る
。
本
項
で
は
北
房
温
潤
が
嘗
て
は
そ
の
｝
員
で
あ
っ
た
松
泉
定
衆
の
う
ち
、
特

に
仲
の
好
か
っ
た
竺
導
引
桂
に
つ
い
て
述
べ
、
当
時
の
禅
林
風
景
を
点
描
し
て
み

る
。　

斎
罷
り
柏
・
丹
・
継
（
宗
継
）
・
怯
・
桂
（
有
無
）
碧
潭
し
て
清
水
寺
に
詣
る

　
〈
文
明
十
六
、
九
、
十
六
〉
。

　
旱
旦
鞍
馬
寺
に
詣
る
。
同
途
十
員
は
樹
（
集
樹
）
・
柏
（
愚
母
）
・
継
・
桂
ら

　
く
文
明
十
七
、
九
、
廿
八
V
。

禅
僧
時
代
の
二
人
は
師
に
つ
い
て
常
に
行
動
を
共
に
し
、
宗
継
が
還
俗
し
て
か
ら

も
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
晩
が
た
竺
英
（
有
桂
）
の
新
寮
開
き
（
中
略
）
。
当
言
衆
皆
集
る
。
北
房
も
座
に

　
在
り
て
歌
舞
能
を
尽
く
す
〈
延
徳
四
、
正
、
七
〉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
篭
れ
時
、
丹
（
面
罵
）
・
桂
は
北
房
の
新
居
を
賀
す
〈
同
年
、
四
、
九
〉
。

と
互
い
に
新
居
を
祝
い
あ
い
、
こ
こ
に
列
記
し
き
れ
な
い
ほ
ど
交
際
を
深
め
て
い

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
竺
一
旬
桂
は
横
川
景
三
の
『
補
庵
京
華
続
集
』
に
”
赤
松
子
之
流
亜
也
”
と
あ

る
の
で
赤
松
氏
の
支
族
で
あ
る
。
そ
し
て
足
利
義
政
が
鹿
苑
院
で
有
桂
を
指
し
て

亀
泉
に
尋
ね
る
と
、
”
愚
の
同
宿
で
季
竣
東
堂
の
甥
で
す
”
〈
文
明
十
八
、
七
、
十

五
〉
と
答
え
て
い
る
の
で
、
季
鍵
真
蘂
と
同
じ
く
上
月
氏
の
出
身
で
あ
る
事
が
判

　
　
　
⑮

明
す
る
。

　
有
桂
は
幼
時
宝
林
寺
（
赤
穂
郡
上
郡
町
所
在
。
千
種
川
の
下
流
に
あ
り
上
流
に
上
月
町

が
あ
る
）
の
塔
頭
雲
龍
軒
で
春
芳
彦
藤
の
膝
下
に
学
ん
だ
が
、
文
明
十
三
年
に
上

洛
し
て
亀
泉
の
会
下
に
入
っ
た
と
横
川
は
記
す
。
ま
た
、
景
徐
周
麟
の
「
聯
芳
斎

記
」
に
は
、
”
京
師
に
生
ま
れ
、
人
と
な
り
寡
黙
で
閑
雅
で
あ
っ
た
”
と
記
す
。
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文
明
十
四
年
正
月
の
横
川
景
三
の
七
絶
を
『
補
庵
京
華
続
集
』
か
ら
抜
葦
し
て
お

く
。　

　
　
竺
英
少
年
の
試
筆
に
和
す

　
去
歳
観
光
始
入
京
　
去
歳
観
光
始
め
て
入
京
し

　
一
朝
万
国
諦
君
名
　
一
朝
万
国
君
が
夕
を
請
す

　
海
巣
元
是
吾
郷
友
　
海
巣
は
元
是
れ
吾
が
郷
友

　
欲
亡
霊
花
上
二
千
　
睡
ら
ん
と
欲
し
花
に
依
れ
ば
上
に
’
有
り

承
句
は
誇
張
で
は
あ
る
が
、
事
書
の
文
名
が
輩
寺
に
知
ら
れ
て
い
た
事
を
示
す
。

な
お
結
句
は
寒
山
詩
の
”
花
上
黄
丁
子
　
関
々
声
可
憐
”
に
拠
っ
て
い
て
、
同
郷

の
後
輩
を
い
つ
く
し
む
情
を
表
わ
し
て
い
る
。

　
有
畜
は
文
明
十
六
年
十
一
月
落
髪
受
戒
し
て
侍
薬
と
な
り
、
翌
年
の
十
一
月
廿

二
日
意
足
室
（
雲
頂
院
書
斎
）
の
詩
会
で
早
筆
を
勤
め
た
の
を
皮
切
り
に
、
詩
や

聯
句
会
で
厘
々
筆
を
乗
っ
た
。
友
の
月
船
宗
匠
の
作
品
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
、

有
爵
の
句
を
読
み
彼
等
の
当
会
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
み
よ
う
。
　
一
部
既
述
し
た

延
徳
四
年
正
月
七
日
の
『
日
野
』
で
あ
る
。

　
晩
が
た
竺
英
は
新
寮
を
開
き
予
（
亀
泉
）
を
招
待
す
。
葡
萄
画
一
幅
（
北
房
描
く

　
か
？
）
と
美
濃
紙
十
帖
を
以
て
遠
大
を
祝
う
。
小
聯
有
り
、

　
予
云
く
　
　
松
社
宜
仙
友
（
松
社
仙
友
に
宜
し
）

　
竺
英
云
く
　
梅
溶
接
主
人
（
梅
窓
主
人
に
接
す
）

　
二
十
句
を
賦
し
て
終
る
。
雲
沢
・
栖
老
・
意
足
．
当
軒
衆
皆
集
ま
り
、
北
房
も

　
座
に
在
り
て
歌
舞
能
を
尽
く
す
。
一
時
の
佳
会
な
り
。

　
　
　
　
　
　
へ

亀
泉
の
句
の
”
松
社
”
は
も
ち
ろ
ん
松
泉
軒
を
中
心
と
す
る
風
雅
の
グ
ル
ー
プ
を

　
　
　
　
　
へ

さ
す
が
、
”
仙
友
”
は
世
俗
を
超
越
し
た
詩
友
と
い
う
語
義
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
画
僧
月
船
宗
継
と
そ
の
周
辺

　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ぬ

彼
等
は
仙
人
赤
松
子
の
名
を
負
う
赤
松
氏
（
赤
松
山
型
林
寺
や
金
華
山
法
雲
寺
の
開

基
。
な
お
こ
の
両
寺
の
開
山
雪
村
友
梅
は
亀
泉
集
証
や
竺
英
有
桂
ら
の
法
祖
で
あ
る
）
に
縁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

故
の
深
い
僧
達
で
あ
り
、
月
に
生
え
る
仙
樹
の
「
桂
」
の
道
友
で
あ
る
。
従
っ
て

松
社
の
対
の
”
梅
窓
”
も
窓
辺
に
香
る
梅
を
詠
じ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
裏
に
は

　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

雪
村
友
梅
を
祖
と
す
る
客
僧
達
、
ひ
い
て
は
漢
の
仙
人
威
福
に
ま
で
聯
想
が
及
ん

で
い
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
き
禅
院
生
活
を
送
る
有
桂
は
、
延
徳
四
年
七
月
十
三
日
蔵
主
と
な

り
、
明
応
二
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
亀
泉
が
重
態
に
陥
る
と
（
後
に
小
康
を

得
る
）
骨
身
や
慈
昌
と
交
代
で
徹
宵
看
病
し
た
、
死
期
を
悟
っ
た
雨
垂
和
尚
が
、

松
泉
軒
後
継
者
と
し
て
迎
え
た
松
商
真
龍
の
指
導
教
育
に
も
有
戸
が
当
っ
た
。
即

ち
、
真
龍
の
寮
房
の
主
事
と
な
り
、
黄
山
谷
の
詩
を
教
え
、
つ
い
に
は
真
白
を
自

分
の
寮
に
引
き
取
っ
た
〈
明
応
二
、
九
、
十
四
〉
。

〔
画
師
〕
　
狩
野
正
信
は
『
日
録
』
に
は
、
狩
野
助
・
鹿
野
大
炊
助
・
鹿
野
血
書
・

狩
野
法
橋
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
彼
に
つ
い
て
は
先
学
の
多
く
の
論
稿
が
あ
る

が
、
ま
ず
宗
継
と
同
様
、
十
三
点
の
業
績
の
一
覧
表
を
『
日
録
』
か
ら
赤
き
出
し

て
み
る
。

　
a
雲
頂
院
壁
画
（
観
音
・
羅
漢
）
　
寛
正
四
、
七
、
十

　
b
光
明
峯
寺
殿
（
九
条
道
家
）
画
像
文
明
十
六
、
十
一
、
十
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
明
十
七
、
十
、
廿
九
よ
り

。
東
求
堂
（
十
僧
図
）

d
東
求
堂
（
浬
架
像
）

e
足
利
義
尚
出
陣
像

f
桃
源
瑞
仙
頂
相

g
足
利
義
尚
像
（
赤
松
註
文
）

同量長文
　享4明七三三十
・”四五四」　s　　s
　　　＝　廿一
　八　十
　　　五

九
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画
僧
月
船
宗
継
と
そ
の
周
辺

　
h
足
利
義
政
像
　
　
　
　
　
　
　
　
延
徳
二
、
正
、
十
一

　
i
遊
県
単
座
敷
画
　
　
　
　
　
　
　
延
徳
三
、
六
、
九

　
一
亀
泉
集
証
頂
相
　
　
　
　
　
　
　
延
徳
四
、
五
、
二

　
k
岩
栖
院
座
敷
画
　
　
　
　
　
　
　
三
六
、
八

　
－
亀
泉
集
証
頂
相
　
　
　
　
　
　
　
明
応
二
、
九
、
十
五

　
m
季
瑳
真
蘂
頂
相
　
　
　
　
　
　
　
同
九
、
単
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

a
に
つ
い
て
の
季
堤
和
尚
の
『
日
録
』
に
、
鹿
野
性
玄
と
小
栗
宗
旨
の
名
が
同
時

に
出
て
来
て
お
り
、
雲
頂
院
の
季
慶
真
蘂
や
亀
泉
集
証
を
仲
介
と
し
て
、
小
栗
宗

湛
・
宗
継
父
子
と
狩
野
正
信
と
が
交
わ
っ
た
事
は
、
ま
ず
間
違
い
な
か
ろ
う
。
既

述
の
如
く
季
重
和
尚
は
小
栗
宗
湛
に
自
牧
と
い
う
庵
号
を
与
え
た
が
、
正
信
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

性
玄
と
命
名
し
た
。
自
牧
は
牧
漢
和
尚
と
い
う
南
学
の
禅
僧
か
ら
、
性
玄
は
潮
道

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

玄
と
い
う
唐
の
道
士
に
拠
っ
て
命
名
し
た
の
は
、
対
照
的
で
な
か
な
か
味
わ
い
深

い
所
行
で
あ
る
。
渡
辺
一
氏
は
、

　
正
信
と
の
年
令
関
係
か
ら
、
師
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
宗
湛
で
あ
る
。

　
　
　
⑱

と
推
定
し
、
源
豊
宗
氏
は
こ
の
説
を
疑
問
視
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
渡
辺
説
を
支

持
し
た
い
。
そ
う
す
る
と
、
狩
野
正
信
と
北
房
宗
継
と
は
兄
弟
弟
子
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
「
十
僧
図
」
を
描
く
時
、
正
信
は
、
”
夏
珪
様
と
馬
遠
様
と
ど
ち
ら
で
描

き
ま
し
ょ
う
か
。
西
指
向
の
画
は
馬
首
様
で
す
か
ら
禽
龍
眠
様
が
適
当
だ
と
存
じ

ま
す
が
i
”
〈
文
明
十
七
、
十
、
廿
九
。
同
年
、
十
一
、
二
〉
と
進
言
し
、
東
府

（
義
政
邸
。
義
尚
邸
は
西
府
と
称
す
）
か
ら
北
宋
末
の
李
龍
眠
（
名
は
公
価
。
詩
名
も

高
い
）
の
「
文
殊
・
維
摩
画
」
や
く
文
明
十
七
、
十
一
、
廿
日
。
文
明
十
八
、
四
、
廿

九
〉
「
老
子
渡
期
図
」
を
借
り
て
い
る
〈
文
明
十
八
、
正
、
十
九
〉
。
画
法
や
構
図

は
横
川
景
三
・
相
阿
と
三
人
で
協
議
し
く
文
明
十
七
、
十
二
、
十
八
、
及
び
廿
四
日
中
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

最
終
的
に
は
足
利
義
政
が
決
定
し
て
完
成
し
た
の
で
あ
る
が
、
”
何
様
で
も
描
き

ま
し
ょ
う
〃
と
い
う
言
葉
に
、
日
本
風
漢
画
を
大
成
さ
せ
よ
う
と
す
る
正
信
の
、

研
究
心
と
自
負
心
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
北
房
に
も
通
ず
る
も
の
で
あ
っ

た
。
『
日
録
』
に
は
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
。

　
南
伯
が
来
訪
し
次
の
よ
う
に
話
す
。
「
海
馬
が
逝
去
す
る
前
、
夢
に
悦
山
相
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

（
足
利
義
尚
）
が
現
わ
れ
、
『
も
し
性
玄
と
い
う
者
が
薬
を
与
え
て
も
服
用
す
る
な
』

　
と
仰
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
性
玄
と
は
誰
で
す
か
く
延
徳
三
、
三
、
黒
八
〉
。

傍
点
の
語
は
、
狩
野
正
信
も
宗
継
と
同
様
に
医
薬
に
関
わ
っ
て
い
た
事
を
示
し
て

お
り
、
小
さ
な
傍
証
を
積
み
重
ね
て
い
く
と
、
二
人
が
兄
弟
弟
子
で
あ
る
と
い
う

筆
者
の
推
定
は
ま
す
ま
す
強
く
な
る
。
兄
弟
弟
子
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

　
晩
が
た
狩
野
法
橋
来
る
も
面
会
せ
ず
、
北
房
の
描
く
障
子
画
を
見
、
一
件
一
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
7

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
わ

　
批
判
す
る
。
盃
を
傾
け
浅
勘
低
唱
す
る
の
が
一
興
で
、
予
の
誕
生
日
を
慶
っ
て
　
一

　
く
れ
た
く
延
徳
四
、
二
、
三
V
。

と
い
う
遠
慮
の
な
い
批
判
も
肯
け
る
の
で
あ
る
。

　
夜
来
、
藤
左
（
後
藤
々
左
衛
門
則
季
）
方
よ
り
柳
樽
一
荷
贈
ら
る
。
藤
左
・
窪
田

　
藤
兵
衛
尉
ら
を
招
き
明
月
を
観
賞
。
藤
左
爆
圧
唱
う
。
晩
が
た
窪
田
予
の
紙
形

　
を
写
す
こ
と
両
三
枚
〈
延
徳
三
、
九
、
十
三
〉
。

　
食
前
、
窪
田
予
の
鱗
形
を
写
す
。
北
房
意
見
を
加
う
く
同
月
十
四
日
〉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
は

　
窪
田
予
の
自
薦
を
柔
き
持
参
。
太
だ
よ
か
ら
ず
。
　
（
中
略
）
北
房
・
窪
田
を
松

　
泉
に
て
蔵
す
く
延
徳
四
、
三
、
廿
V
。

。
」
よ
り
前
に
、
亀
泉
は
自
分
の
頂
相
を
窪
田
藤
兵
衛
尉
に
描
か
せ
た
が
気
に
入
ら

ず
、
北
房
も
批
判
を
加
え
た
。
そ
れ
な
ら
何
故
宗
継
に
依
頼
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。
北
房
息
継
の
画
業
一
覧
表
を
見
て
も
す
ぐ
分
る
よ
う
に
、
彼
は
人
物
画
は
得



手
で
な
く
、
最
終
的
に
は
将
軍
父
子
像
の
実
績
の
あ
る
狩
野
正
信
に
描
か
せ
た
の

で
あ
る
。

「
は
じ
め
に
」
に
記
し
た
如
く
焦
点
の
定
ま
ら
な
い
文
章
と
な
っ
た
が
、
三
野

軒
を
め
ぐ
る
二
院
風
景
を
読
み
取
っ
て
下
さ
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

注
①②＠＠⑤＠＠⑧⑨

比
較
の
た
め
に
景
徐
周
麟
筆
の
『
鹿
苑
日
録
』
を
読
む
と
、
「
初
更
よ
り
坐
禅
。
定

鐘
雪
後
住
持
坐
禅
し
八
鼓
に
及
び
方
丈
に
帰
る
」
〈
長
享
二
、
正
、
二
〉
と
い
う
坐

禅
の
記
事
、
「
仏
国
録
を
読
む
。
説
法
広
大
、
機
弁
迅
速
な
り
。
（
中
略
）
近
時
の
無

見
識
の
長
老
云
々
」
〈
延
徳
元
、
正
、
三
〉
と
語
録
を
読
ん
で
脚
下
照
顧
し
、
「
早

暁
、
五
更
の
鐘
を
聞
き
入
国
坐
禅
す
。
土
室
に
帰
り
華
厳
経
離
世
間
品
を
読
む
。
之

を
読
み
以
て
菩
薩
の
深
心
を
知
る
」
〈
明
応
七
、
正
、
十
〉
と
い
う
研
鎖
の
記
述

が
、
後
世
の
吾
人
を
鞭
達
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

『
鹿
苑
日
録
』
に
は
”
白
往
古
如
二
者
也
。
蔭
涼
季
現
日
記
詳
焉
”
〈
長
享
元
、
八
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

十
一
〉
と
あ
り
、
『
日
録
』
そ
の
も
の
に
も
、
”
去
年
日
録
以
二
忘
念
一
意
レ
記
之
故
無

御
成
”
〈
長
禄
四
・
七
・
十
四
V
と
か
”
早
旦
東
啓
又
来
伝
縁
西
堂
命
云
、
蔭
涼
軒

日
録
借
預
武
者
為
幸
”
〈
明
応
二
・
五
・
十
五
〉
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

自
今
夜
初
服
用
参
香
散
。
蓋
北
房
秘
方
云
々
（
延
徳
四
・
六
・
五
〉

「
わ
し
の
百
病
は
な
ぜ
起
る
の
か
。
愚
か
な
こ
と
よ
、
灸
を
し
て
も
全
く
無
駄
。
」
百

病
は
言
う
迄
も
な
く
百
八
の
煩
悩
。
病
源
は
心
の
迷
い
に
あ
る
の
に
灸
治
に
頼
る
の

は
空
し
い
。

「
長
生
き
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
老
師
は
究
極
の
道
に
到
達
し
て
お
ら
れ
る
の

で
す
。
そ
の
高
い
難
風
を
敬
仰
致
し
ま
す
」

赤
松
政
則
の
被
官
で
美
作
の
国
人
。
亀
泉
集
証
の
親
族
。

『
日
録
』
に
”
自
四
宮
四
郎
方
掃
過
一
荷
贈
藤
左
。
這
々
乃
以
重
荷
恵
予
”
〈
延
徳

四
・
七
・
廿
一
〉
と
あ
り
、
三
人
は
交
り
が
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
二
年
秋
、
京
都
博
物
館
『
室
町
時
代
の
美
術
』
及
び
昭
和
五
十
六
年
秋
、

同
館
『
禅
の
美
術
』
の
際
に
展
観
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

”
東
山
雷
雲
院
を
養
徳
院
と
し
た
書
証
が
紛
失
し
た
の
で
、
天
隠
和
尚
は
紛
失
状
を

画
僧
月
船
宗
継
と
そ
の
周
辺
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ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

呈
出
す
べ
き
事
を
多
賀
豊
後
守
に
申
す
。
浦
上
美
作
守
も
之
を
う
け
て
督
促
し
た
”

〈
寛
正
六
・
十
二
・
十
八
〉
。
傍
点
を
付
し
た
二
人
は
共
に
播
州
の
人
で
、
春
浦
禅

師
と
地
縁
が
あ
る
。

禅
の
境
地
を
牛
飼
い
に
喩
え
た
『
十
牛
図
』
の
第
五
に
「
牧
牛
」
が
あ
り
、
い
わ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

る
悟
後
の
修
行
を
図
と
頒
で
表
わ
し
て
い
る
。
な
お
『
村
庵
稿
』
の
「
題
宗
寒
冷
画

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

小
景
」
に
、
　
”
老
牛
眠
穏
草
如
繊
避
網
遊
魚
水
面
涼
”
の
句
も
十
牛
図
に
関
連
す

る
。長

享
三
年
四
月
廿
七
日
、
美
濃
材
木
点
検
の
為
、
集
華
監
寺
と
大
工
太
郎
右
衛
門
は

大
津
に
下
向
、
六
月
三
日
に
再
建
工
事
開
始
、
地
割
は
東
西
十
二
間
、
南
北
十
六
間

一
尺
五
寸
と
い
う
か
ら
百
九
十
坪
余
の
小
じ
ん
ま
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
七
月
廿

三
日
に
立
軽
し
て
よ
り
建
築
は
急
ピ
ッ
チ
に
進
み
、
書
院
・
庫
裏
・
客
殿
な
ど
を
構

え
、
亀
鑑
集
証
は
八
月
廿
四
日
に
移
凹
し
た
。
”
愚
（
斜
懸
）
密
か
に
葉
室
公
に
謂

　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ

て
曰
く
「
愚
の
私
寮
は
松
泉
と
号
す
。
赤
松
兵
部
少
輔
（
政
則
）
檀
那
た
り
”
〈
延

徳
二
・
九
・
廿
一
V
”
上
様
問
い
て
曰
く
「
松
泉
は
何
処
ぞ
」
答
え
て
旧
く
「
蔭
涼

軒
の
事
な
り
”
〈
延
徳
二
・
十
・
十
二
V
の
記
事
を
見
る
と
公
私
混
同
の
寮
舎
で
あ

っ
た
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
螂

松
島
宗
衛
『
君
台
観
左
右
帳
研
究
』
は
古
い
本
だ
が
好
参
考
文
献
。
昭
和
五
十
三
年

十
月
大
阪
市
立
美
術
館
『
宋
元
の
美
術
』
で
ま
と
ま
っ
て
展
観
。

以
半
は
六
月
十
四
日
に
初
め
て
松
泉
軒
を
訪
れ
、
江
戸
の
万
里
集
九
（
詩
人
）
の
消

息
を
語
り
、
続
い
て
廿
六
日
、
廿
九
日
、
七
月
号
七
日
な
ど
、
北
房
と
宴
席
に
同
席

し
て
い
る
。

明
応
二
年
六
月
廿
四
日
、
建
仁
寺
迎
春
院
で
の
作
。
同
席
の
暗
転
は
、
天
啓
龍
沢
、

雪
嶺
永
理
、
月
舟
寿
桂
（
い
ず
れ
も
拙
著
『
五
山
詩
史
の
研
究
』
で
作
家
論
を
述
べ

る
）
を
は
じ
め
と
す
る
廿
五
人
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

”
今
日
斎
会
上
月
焚
桂
居
士
二
十
五
年
忌
也
。
又
三
郎
儲
口
”
〈
延
徳
三
・
九
・

　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

一
V
”
焚
桂
居
士
年
忌
也
。
桂
蔵
主
営
斎
”
〈
明
応
二
・
九
・
一
〉
傍
線
傍
点
に
留

意
す
る
と
有
桂
は
佐
用
郡
上
月
の
国
人
上
月
奨
桂
居
士
の
子
で
、
上
月
又
三
郎
則
武

の
兄
弟
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

竺
英
有
桂
の
寮
に
「
聯
芳
斎
」
と
命
名
し
た
景
徐
周
麟
は
、
そ
の
由
来
を
述
べ
て
、

一
一
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画
因
月
船
宗
継
と
そ
の
周
辺
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ヘ
　
　
へ

”
夫
れ
桂
の
芳
有
る
や
、
月
邦
に
発
し
て
上
月
氏
に
逮
ぷ
”
と
記
す
。
な
お
有
桂
の

寮
に
は
春
浦
禅
師
（
既
述
）
の
賛
の
あ
る
臨
済
像
が
掛
け
て
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

雲
頂
院
昭
堂
後
門
壁
画
観
音
井
羅
漢
、
今
農
安
置
之
。
画
師
鹿
野
性
玄
。
愚
老
施
入

之
志
為
後
証
加
名
判
、
又
書
年
月
日
也
。
御
新
造
為
御
絵
本
、
以
大
智
院
三
幅
、
可

　
　
　
へ
　
　
も

被
渡
干
宗
湛
坊
之
由
、
能
阿
以
折
紙
申
之
。

渡
辺
一
「
狩
野
正
信
」
（
『
美
術
研
究
』
一
四
一
）

一
二
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